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は
じ
め
に

　
『
日
本
書
紀
』
に
は
仏
教
に
関
す
る
記
事
が
あ
る
。
主
要
な
も

の
で
は
、
欽
明
一
三
（
五
五
二
）
年
一
〇
月
条
が
最
初
で
あ
ろ
う

が
、
本
稿
で
初
期
仏
教
記
事
と
称
す
る
の
は
当
該
の
記
事
か
ら
、

お
お
む
ね
、
推
古
天
皇
期
の
仏
教
記
事
ま
で
で
あ
る
。
周
知
の
ご
と

く
、
こ
れ
ら
の
記
事
は
倭
国
に
お
け
る
最
初
の
仏
教
の
姿
を
示
す

も
の
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
に
議
論
さ
れ
て
き
た
。
ま
ず
、
検
討
の
最

初
に
位
置
し
た
も
の
は
、
こ
れ
ら
の
記
事
が
歴
史
的
事
実
と
し
て

承
認
で
き
る
の
か
、
あ
る
い
は
ど
の
程
度
、
歴
史
的
事
実
を
反
映

す
る
の
か
で
あ
っ
た
。

　
『
日
本
書
紀
』
の
初
期
仏
教
記
事
は
醍
醐
寺
本
『
諸
寺
縁
起
集
』

所
収
の
天
平
一
九
（
七
四
七
）
年
二
月
一
一
日
付
け
の
い
わ
ゆ
る

　
　
　
　
日
本
書
紀
の
初
期
仏
教
記
事
に
つ
い
て

鷺
　
森
　
浩
　
幸
　
　

元
興
寺
伽
藍
縁
起
と
と
も
に
議
論
さ
れ
て
き
た
（
思
想
大
系
の
名

称
に
従
い
、
以
下
、
元
興
寺
伽
藍
縁
起
と
称
す
る
）。
そ
れ
は
『
日

本
書
紀
』
の
記
事
を
補
う
貴
重
な
史
料
と
さ
れ
、
精
緻
な
『
日
本

書
紀
』
と
の
比
較
研
究
も
あ
る
。
し
か
し
、
元
興
寺
伽
藍
縁
起
の

史
料
と
し
て
の
信
頼
性
は
初
め
て
紹
介
さ
れ
た
時
期
か
ら
議
論
の

対
象
で
あ
り
、
現
在
で
も
共
通
認
識
に
到
達
し
て
い
る
と
は
い
え

な
い（

1
）。

　

津
田
左
右
吉（

2
）が
『
日
本
書
紀
』
の
仏
教
記
事
に
は
仏
教
者
の
所

伝
に
依
拠
し
た
も
の
が
あ
る
と
指
摘
し
て
、
歴
史
的
な
真
偽
に
つ

い
て
論
じ
て
以
来
、『
日
本
書
紀
』
の
記
事
の
原
資
料
と
し
て
寺

院
な
ど
の
伝
承
を
想
定
し
、
具
体
的
に
究
明
す
る
研
究
が
進
展
し

た
。
福
山
敏
男（

3
）は
元
興
寺
伽
藍
縁
起
の
史
料
的
性
格
を
考
察
す
る

な
か
で
、『
日
本
書
紀
』
の
記
事
に
も
ふ
れ
た
。
そ
の
後
、
西
田
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長
男（

4
）、
水
野
柳
太
郎（

5
）、
松
木
裕
美（

6
）な
ど
の
全
般
的
か
つ
精
確
な
研

究
が
登
場
し
、
現
在
、
到
達
点
を
示
す
と
思
わ
れ
る
の
が
吉
田
一

彦
の
研
究（

7
）で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
、
飛
鳥
寺
、
四
天
王
寺
、
坂
田

寺
、
比
蘇
寺
な
ど
の
伝
承（

8
）が
初
期
仏
教
記
事
の
原
資
料
と
な
っ
た

こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た（

9
）。

　

そ
の
際
、
飛
鳥
寺
の
資
料
と
し
て
元
興
寺
伽
藍
縁
起
を
置
く
こ

と
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
な
お
、
松
木
裕
美
Ｂ
論
文
は
こ
れ
を
豊

浦
寺
系
縁
起
、
い
く
つ
か
の
逸
文
が
知
ら
れ
る
そ
れ
以
外
の
飛
鳥

寺
縁
起
（
福
山
が
元
興
寺
新
縁
起
と
称
し
た
も
の
）
を
飛
鳥
寺
系

縁
起
と
称
し
論
を
進
め
た
。
元
興
寺
伽
藍
縁
起
（
お
よ
び
松
木
の

指
摘
す
る
飛
鳥
寺
系
縁
起
）
は
そ
れ
自
身
の
信
頼
性
が
充
分
に
確

立
さ
れ
て
い
な
い
以
上
、
慎
重
に
用
い
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
は

『
日
本
書
紀
』
の
外
部
に
位
置
す
る
史
料
と
し
て
貴
重
で
あ
る
が
、

『
日
本
書
紀
』
の
外
部
的
批
判
の
材
料
と
し
て
利
用
で
き
る
か
ど

う
か
は
い
ま
だ
明
ら
か
で
は
な
い
と
考
え
る
。
本
稿
で
は
、
元
興

寺
伽
藍
縁
起
を
参
照
す
る
こ
と
な
く
、『
日
本
書
紀
』
の
初
期
仏

教
記
事
の
依
拠
し
た
も
の
を
考
え
て
み
た
い
。
い
わ
ば
『
日
本
書

紀
』
の
内
部
的
批
判
の
試
み
で
あ
る
。

　
　

一
　
欽
明
・
敏
達
期
の
記
事

　
（
1
）
欽
明
一
三
（
五
五
二
）
年
一
〇
月
条（

10
）

ａ
百
済
聖
明
王
〈
更
名
聖
王
〉
遣
二
西
部
姫
氏
達
率
怒
�
斯

致
契
等
一　

献
二
釈
迦
仏
金
銅
像
一
躯
・
幡
蓋
若
干
・
経

論
若
干
巻
一
。
別
表　

讃
二

流
通
礼
拝
功
徳
一

云　

是
法

於
二
諸
法
中
一　

最
為
二
殊
勝
一
。
難
レ
解
難
レ
入
。
周
公
・

孔
子
尚
不
レ
能
レ
知
。
此
法
能
生
二
無
量
無
辺
福
徳
果
報
一

　

乃
至
成
二
弁
無
上
菩
提
一
。
譬
如
下
人
懐
二
隨
意
宝
一　

逐
レ
所
レ
須
レ
用　

尽
依
上
レ
情　

此
妙
法
宝
亦
復
然
。
祈
願

依
レ
情　

無
レ
所
レ
乏
。
且
夫
遠
自
二
天
竺
一　

爰
�
二
三
韓
一

　

依
レ
教
奉
持　

無
レ
不
二
尊
敬
一
。
由
レ
是
百
済
王
臣
明
謹

遣
二

陪
臣
怒
�
斯
致
契
一　

奉
レ

伝
二

帝
国
一　

流
二

通
畿

内
一
。
果
二
仏
所
レ
記
我
法
東
流
一
。

ｂ
是
日　

天
皇
聞
已
歓
喜
踊
躍　

詔
二
使
者
一
云　

朕
従
レ
昔

来　

未
二
曽
得
一
レ
聞
二
如
レ
是
微
妙
之
法
一
。
然
朕
不
二
自

决
一
。
乃
歴
二
問
群
臣
一
曰　

西
蕃
献
仏
相
貌
端
厳　

全

未
二
曽
看
一
。
可
レ
礼
以
不
。
蘇
我
大
臣
稲
目
宿
祢
奏
曰　

西
蕃
諸
国
一
皆
礼
之
。
豊
秋
日
本
豈
独
背
也
。
物
部
大
連
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尾
輿
・
中
臣
連
鎌
子
同
奏
曰　

我
国
家
之
王
二
天
下
一
者

　

恒
以
二
天
地
社
稷
百
八
十
神
一　

春
夏
秋
冬　

祭
拝
為
レ

事
。
方
今
改
拝
二
蕃
神
一　

恐
致
二
国
神
之
怒
一
。
天
皇
曰

　

宜
下
付
二
情
願
人
稲
目
宿
祢
一　

試
令
中
礼
拝
上
。
大
臣
跪

受
而
忻
悦　

安
二
置
小
墾
田
家
一
。
懃
修
二
出
世
業
一　

為
レ

因
浄
二
捨
向
原
家
一
為
レ
寺
。

ｃ
於
レ
後
国
行
二
疫
気
一　

民
致
二
夭
残
一
。
久
而
愈
多　

不
レ

能
二
治
療
一
。
物
部
大
連
尾
輿
・
中
臣
連
鎌
子
同
奏
曰　

昔
日
不
レ
須
二
臣
計
一　

致
二
斯
病
死
一
。
今
不
レ
遠
而
復　

必
当
レ
有
レ
慶
。
宜
三
早
投
棄　

懃
二
求
後
福
一
。
天
皇
曰　

依
レ
奏
。
有
司
乃
以
二
仏
像
一
流
二
棄
難
波
堀
江
一　

復
縦
二

火
於
伽
藍
一
。
焼
燼
更
無
レ
余
。
於
レ
是
天
無
二
風
雲
一　

忽

災
二
大
殿
一
。

　

福
山
敏
男
Ｂ
論
文
は
、
こ
の
条
を
元
興
寺
伽
藍
縁
起
と
比
較
し

て
、
同
縁
起
の
も
と
と
な
っ
た
豊
浦
寺
縁
起
の
原
形
の
段
階
で
こ

の
説
話
は
考
え
出
さ
れ
、
元
興
寺
伽
藍
縁
起
で
具
体
的
な
年
月
が

初
め
て
加
え
ら
れ
、『
日
本
書
紀
』
が
そ
れ
を
欽
明
一
三
年
に
置

い
た
と
し
た
。
こ
れ
は
そ
の
後
の
研
究
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た

が
、
元
興
寺
伽
藍
縁
起
と
の
比
較
の
上
に
立
つ
議
論
で
あ
る
こ
と

に
留
意
し
て
お
き
た
い
。
そ
の
後
、日
野
昭（

11
）・
水
野
柳
太
郎
に
よ
っ

て
、
詳
細
な
両
者
の
比
較
検
討
が
行
わ
れ
た
。
井
上
薫（

12
）は
こ
の
記

事
と
最
勝
王
経
な
ど
の
経
典
や
高
僧
伝
な
ど
仏
教
関
係
の
材
料
と

の
関
係
を
論
じ
た
著
名
な
研
究
で
あ
り
、
こ
れ
も
後
の
研
究
に
大

き
な
影
響
力
を
も
っ
た
。
そ
の
な
か
で
、
本
条
と
敏
達
一
四

（
五
八
五
）
年
二
〜
六
月
条
お
よ
び
用
明
二
（
五
八
七
）
四
月
二

日
条
（
後
掲
5
か
ら
8
お
よ
び
9
）
の
強
い
共
通
点
を
指
摘
し
た
。

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
仏
教
弾
圧
の
内
容
を
含
む
が
、
井
上
は
蘇
我

氏
と
物
部
・
中
臣
氏
の
対
立
す
る
氏
族
は
共
通
し
、
本
条
と

（
5
）
か
ら
（
8
）
に
は
同
じ
く
共
通
し
て
、
地
理
的
に
み
て
不

自
然
な
難
波
堀
江
の
地
名
が
登
場
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
あ
わ

せ
て
、
文
章
も
類
似
し
、
三
者
は
互
い
に
切
り
離
す
こ
と
の
で
き

な
い
説
話
で
あ
る
と
結
論
し
た
。
な
お
、
井
上
は
そ
の
筆
者
を
道

慈
で
あ
る
と
主
張
し
、
こ
れ
が
現
在
、『
日
本
書
紀
』
の
仏
教
記

事
の
成
立
に
関
す
る
有
力
な
見
解
で
あ
る
。
同
時
に
、筆
録
の
時
、

寺
院
の
縁
起
や
歴
史
の
記
事
を
材
料
と
し
た
と
し
て
、
福
山
の
見

解
に
従
い
元
興
寺
伽
藍
縁
起
と
の
密
接
な
関
係
を
論
じ
た
。
水
野

柳
太
郎
は
こ
の
条
を
三
段
に
区
別
し
詳
細
に
検
討
を
加
え
た
。
そ

し
て
、『
日
本
書
紀
』
は
こ
の
時
に
仏
教
弾
圧
を
行
っ
た
人
物
を
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物
部
尾
輿
・
中
臣
鎌
子
と
明
示
し
、
崇
峻
前
紀
（
後
掲
10
）
の
物

部
守
屋
の
滅
亡
の
発
端
と
す
る
点
か
ら
、
四
天
王
寺
縁
起
が
原
資

料
で
あ
る
と
し
た
。
た
だ
し
、
四
天
王
寺
縁
起
は
元
興
寺
伽
藍
縁

起
を
敷
衍
し
た
と
す
る
解
釈
を
示
し
、
ま
た
、
ａ
の
百
済
の
聖
明

王
に
対
す
る
「
更
名
聖
王
」
の
注
記
は
坂
田
寺
縁
起
の
用
字
と
し

た
。
松
木
裕
美
Ｃ
論
文
は
こ
の
条
の
原
資
料
と
し
て
や
は
り
飛
鳥

寺
系
縁
起
を
想
定
し
た
が
、
そ
の
な
か
で
も
飛
鳥
寺
の
独
自
の
古

い
記
録
に
よ
る
と
し
た
。
吉
田
一
彦
Ｂ
論
文
は
こ
の
記
事
の
原
資

料
の
存
在
を
認
め
ず
、『
日
本
書
紀
』
の
編
者
（
道
慈
を
仏
教
関

係
記
事
の
記
述
者
と
推
定
）
が
ま
っ
た
く
新
し
く
作
文
し
た
も
の

と
主
張
し
た
。
ま
た
、『
日
本
書
紀
』
の
初
期
の
仏
教
関
係
記
事

に
は
二
系
統
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
飛
鳥
寺
お
よ
び
四
天
王
寺
の
由
緒

（
Ａ
系
統
）、
坂
田
寺
の
由
緒
（
Ｂ
系
統
）
に
基
づ
く
と
し
、
本

条
を
Ａ
系
統
に
分
類
し
、『
日
本
書
紀
』
の
編
者
は
飛
鳥
寺
の
伝

承
に
増
補
・
修
訂
を
加
え
、
年
次
の
変
更
な
ど
を
行
っ
た
と
も
し

た
。
こ
の
所
見
は
福
山
の
そ
れ
に
近
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
ｃ

の
仏
教
弾
圧
と
の
戦
い
の
部
分
に
四
天
王
寺
の
伝
承
が
用
い
ら
れ

た
と
し
て
、
四
天
王
寺
の
伝
承
と
の
関
わ
り
も
指
摘
し
た
。
吉
田

の
見
解
に
は
や
や
つ
か
み
に
く
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。

　
『
日
本
書
紀
』
に
お
け
る
仏
教
の
歴
史
に
お
い
て
、
本
条
が

（
10
）
の
守
屋
滅
亡
事
件
へ
つ
な
が
る
の
は
事
実
で
あ
り
、（
5
）

か
ら
（
8
）
お
よ
び
（
9
）
と
共
通
す
る
こ
と
は
明
白
で
あ
ろ
う
。

本
条
は
、
仏
教
受
容
を
は
か
っ
た
蘇
我
稲
目
に
対
し
て
、
物
部
尾

輿
・
中
臣
鎌
子
が
異
を
唱
え
、
稲
目
の
小
墾
田
家
や
向
原
家
で
は

じ
ま
っ
た
仏
像
の
礼
拝
は
弾
圧
を
受
け
、
仏
像
は
難
波
堀
江
に
投

げ
捨
て
ら
れ
た
と
の
内
容
で
あ
る
が
、（
6
）（
7
）
で
は
蘇
我
馬

子
の
仏
教
受
容
に
対
し
て
、
物
部
守
屋
・
中
臣
勝
海
が
反
対
し
、

弾
圧
の
後
、
仏
像
や
仏
殿
は
焼
か
れ
、
焼
け
残
っ
た
仏
像
は
難
波

堀
江
に
廃
棄
さ
れ
た
。（
9
）
で
は
天
皇
の
仏
教
帰
依
の
希
望
に

対
し
て
、
物
部
守
屋
と
中
臣
勝
海
が
異
議
を
唱
え
て
馬
子
と
対
立

し
、最
終
的
に
守
屋
の
滅
亡
の
事
態
に
ま
で
至
っ
た
。同
じ
ス
ト
ー

リ
ー
の
く
り
か
え
し
で
あ
り
、
そ
の
点
に
お
い
て
同
系
統
の
資
料

に
基
づ
き
、
ひ
と
つ
の
説
話
が
『
日
本
書
紀
』
の
三
か
所
に
配
置

さ
れ
た
と
理
解
す
る
の
は
合
理
的
で
あ
る
。
吉
田
一
彦
Ｂ
論
文
は

（
7
）
に
つ
い
て
、
難
波
堀
江
は
四
天
王
寺
に
連
関
す
る
記
号
で

あ
る
と
指
摘
し
た
。
ま
た
、
守
屋
滅
亡
の
事
件
に
お
い
て
、
厩
戸

皇
子
の
発
願
の
形
で
四
天
王
寺
の
創
建
が
語
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
に

連
続
す
る
と
思
わ
れ
る
本
条
の
原
資
料
が
四
天
王
寺
の
伝
承
で
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あ
っ
た
こ
と
も
ほ
ぼ
疑
い
の
余
地
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
理
解
が
、
元
興
寺
伽
藍
縁
起
と
切
り
離
し
て
、『
日

本
書
紀
』
の
内
部
的
な
分
析
に
主
眼
を
置
く
か
ぎ
り
、
妥
当
で
あ

る
と
考
え
る
。
本
条
に
内
容
的
に
飛
鳥
寺
と
直
接
に
連
結
す
る
要

素
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
元
興
寺
伽
藍
縁
起
の
存
在
を
媒
介
に
し

な
い
と
、
飛
鳥
寺
と
結
び
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、『
日
本
書
紀
』
と
元
興
寺
伽
藍
縁
起
の
文
章
上
の
類
似

お
よ
び
、
向
原
家
を
尼
寺
豊
浦
寺
の
起
源
と
し
て
そ
れ
と
組
み
合

う
僧
寺
と
し
て
飛
鳥
寺
を
位
置
づ
け
る
そ
の
論
理
の
み
が
本
条
と

飛
鳥
寺
を
結
び
つ
け
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
な
お
、
水
野
は
四
天

王
寺
縁
起
は
元
興
寺
伽
藍
縁
起
を
敷
衍
し
た
と
す
る
解
釈
を
示
し

た
が
、
こ
れ
も
な
か
ば
元
興
寺
伽
藍
縁
起
の
存
在
に
依
拠
し
た
見

解
で
あ
り
、
具
体
的
な
根
拠
を
と
も
な
う
も
の
と
は
い
え
な
い
と

思
う
。
守
屋
の
滅
亡
の
記
事
の
な
か
に
、
飛
鳥
寺
の
創
建
も
要
素

も
含
ま
れ
る
が
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
後
述
す
る
。

　
『
日
本
書
紀
』
敏
達
一
三
（
五
八
四
）
年
か
ら
翌
一
四
年
に
か

け
て
、
多
く
の
仏
教
関
係
の
記
事
が
み
え
る
。

　
（
2
）
敏
達
一
三
（
五
八
四
）
年
九
月
条

　

従
二
百
済
一
来
鹿
深
臣
〈
闕
名
字
〉
有
二
弥
勒
石
像
一
躯
一
。

佐
伯
連
〈
闕
名
字
〉
有
二
仏
像
一
躯
一
。

　
（
3
）
敏
達
一
三
（
五
八
四
）
年
是
歳
条

ａ
蘇
我
馬
子
宿
祢
請
二
其
仏
像
二
躯
一　

乃
遣
二
鞍
部
村
主
司

馬
達
等
・
池
辺
直
氷
田
一　

使
二
於
四
方
一
訪
二
覓
修
行
者
一
。

於
レ
是
唯
於
二
播
磨
国
一
得
二
僧
還
俗
者
一
。
名
高
麗
恵
便
。

大
臣
乃
以
為
レ
師　

令
レ
度
二
司
馬
達
等
女
嶋
一
。
曰
二
善
信

尼
一
〈
年
十
一
歳
〉。
又
度
二
善
信
尼
弟
子
二
人
一
。
其
一

漢
人
夜
菩
之
女
豊
女　

名
曰
二
禅
蔵
尼
一　

其
二
錦
織
壼

之
女
石
女　

名
曰
二
恵
善
尼
一
〈
壼　

此
云
都
符
〉。
馬
子

独
依
二
仏
法
一　

崇
二
敬
三
尼
一
。
乃
以
二
三
尼
一　

付
三
氷
田

直
与
二
達
等
一　

令
レ
供
二
衣
食
一
。
経
二
営
仏
殿
於
宅
東
方
一

　

安
二
置
弥
勒
石
像
一
。
屈
二
請
三
尼
一　

大
会
設
斎
。

ｂ
此
時　

達
等
得
二
仏
舎
利
於
斎
食
上
一
。
即
以
二
舎
利
一
献
二

於
馬
子
宿
祢
一
。
馬
子
宿
祢
試
以
二
舎
利
一
置
二
鉄
質
中
一　

振
二
鉄
鎚
一
打
。
其
質
与
レ
鎚　

悉
被
二
摧
壌
一
。
而
舎
利

不
レ
可
二
摧
毀
一
。
又
投
二
舎
利
於
水
一　

舎
利
随
二
心
所
一
レ

願　

浮
二
沈
於
水
一
。
由
レ
是
馬
子
宿
祢
・
池
辺
氷
田
・
司

馬
達
等　

深
信
二
仏
法
一　

修
行
不
レ
懈
。

ｃ
馬
子
宿
祢
亦
於
二
石
川
宅
一
修
二
治
仏
殿
一
。
仏
法
之
初
自
レ
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玆
而
作
。

　
（
4
）
敏
達
一
四
（
五
八
五
）
年
二
月
一
五
日
条

　

蘇
我
大
臣
馬
子
宿
祢
起
二
塔
於
大
野
丘
北
一　

大
会
設
斎
。

即
以
二
達
等
前
所
レ
獲
舎
利
一
蔵
二
塔
柱
頭
一
。

　
（
5
）
敏
達
一
四
（
五
八
五
）
年
二
月
二
四
日
条

　

蘇
我
大
臣
患
疾
。
問
二
於
卜
者
一
。
卜
者
対
言　

祟
下
於
二

父
時
一
所
レ
祭
仏
神
之
心
上
也
。
大
臣
即
遣
二
子
弟
一
奏
二
其

占
状
一
。
詔
曰　

宜
下
依
二
卜
者
之
言
一　

祭
中
祠
父
神
下
。

大
臣
奉
レ
詔
礼
二
拝
石
像
一　

乞
レ
延
二
寿
命
一
。
是
時
国
行

二
疫
疾
一　

民
死
者
衆
。

　
（
6
）
敏
達
一
四
（
五
八
五
）
年
三
月
一
日
条

　

物
部
弓
削
守
屋
大
連
与
二
中
臣
勝
海
大
夫
一
奏
曰　

何
故

不
三
肯
二
用
臣
言
一
。
自
二
考
天
皇
一
及
二
於
陛
下
一　

疫
疾
流

行　

国
民
可
レ
絶
。
豈
非
四
専
由
三
蘇
我
臣
之
興
二
行
仏
法
一

歟
。
詔
曰　

灼
然　

宜
レ
断
二
仏
法
一
。

　
（
7
）
敏
達
一
四
（
五
八
五
）
年
三
月
三
〇
日
条

ａ
物
部
弓
削
守
屋
大
連
自
詣
二
於
寺
一　

踞
二
坐
胡
床
一　

斫
二

倒
其
塔
一
縦
レ
火
燔
之　

并
焼
三
仏
像
与
二
仏
殿
一
。
既
而

取
二
所
レ
焼
余
仏
像
一　

令
レ
棄
二
難
波
堀
江
一
。
是
日
無
レ
雲

風
雨
。
大
連
被
二
雨
衣
一
。

ｂ
訶
三
責
馬
子
宿
祢
与
二
従
行
法
侶
一　

令
レ
生
二
毀
辱
之
心
一
。

乃
遣
二
佐
伯
造
御
室
一
〈
更
名　

於
閭
礙
也
〉　

喚
二
馬
子

宿
祢
所
レ
供
善
信
等
尼
一
。
由
レ
是
馬
子
宿
祢
不
二
敢
違
一
レ

命　

惻
愴
啼
泣　

喚
二
出
尼
等
一
付
二
於
御
室
一
。
有
司
便

奪
二
尼
等
三
衣
一
禁
錮　

楚
二
撻
海
石
榴
市
亭
一
。

ｃ
天
皇
思
レ
建
二
任
那
一　

差
二
坂
田
耳
子
王
一
為
レ
使
。
属
二
此

之
時
一　

天
皇
与
二
大
連
一
卒
患
二
於
瘡
一
。
故
不
レ
果
レ
遣
。

詔
二
橘
豊
日
皇
子
一
曰　

不
レ
可
レ
違
二
背
考
天
皇
勅
一
。
可
レ

勤
二
修
乎
任
那
之
政
一
也
。

ｄ
又
発
レ

瘡
死
者
充
二

盈
於
国
一
。
其
患
レ

瘡
者
言　

身

如
二
被
レ
焼
被
レ
打
被
一
レ
摧　

啼
泣
而
死
。
老
少
窃
相
謂
曰

　

是
焼
二
仏
像
一
之
罪
矣
。

　
（
8
）
敏
達
一
四
（
五
八
五
）
年
六
月
条

　

馬
子
宿
祢
奏
曰　

臣
之
疾
病
至
レ
今
未
レ
愈
。
不
レ
蒙
二
三

宝
之
力
一　

難
レ
可
二
救
治
一
。
於
レ
是　

詔
二
馬
子
宿
祢
一
曰

　

汝
可
三
独
行
二
仏
法
一
。
宜
レ
断
二
余
人
一
。
乃
以
二
三
尼
一

　

還
二
付
馬
子
宿
祢
一
。
馬
子
宿
祢
受
而
歓
悦　

嘆
二
未
曽

有
一　

頂
二
礼
三
尼
一
。
新
営
二
精
舎
一　

迎
入
供
養
〈
或
本
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云　

物
部
弓
削
守
屋
大
連
・
大
三
輪
逆
君
・
中
臣
磐
余
連

　

倶
謀
レ
滅
二
仏
法
一　

欲
下
焼
二
寺
塔
一　

并
棄
中
仏
像
上
。

馬
子
宿
祢
諍
而
不
レ
従
〉。

　

概
略
を
示
す
。
弥
勒
石
像
お
よ
び
仏
像
の
将
来
か
ら
始
ま
り
、

蘇
我
馬
子
の
命
に
よ
る
鞍
部
司
馬
達
等
・
池
辺
氷
田
の
派
遣
と
、

還
俗
者
恵
便
の
発
見
、
善
信
尼
・
禅
蔵
尼
・
恵
善
尼
の
出
家
、
馬

子
宅
の
東
方
で
の
弥
勒
石
像
の
安
置
と
大
会
の
実
施
、
達
等
に
よ

る
仏
舎
利
の
獲
得
と
馬
子
へ
の
献
上
、
馬
子
の
石
川
宅
で
の
仏
殿

の
創
建
と
ス
ト
ー
リ
ー
が
展
開
し
、
こ
こ
に
「
仏
法
之
初　

自
レ

玆
而
作
」
と
の
誇
ら
し
げ
な
記
述
が
あ
る
。
つ
い
で
、
馬
子
に
よ

る
大
野
丘
の
北
に
お
け
る
塔
の
創
建
と
舎
利
の
埋
納
、
馬
子
の
父

（
稲
目
）
の
祭
っ
た
仏
神
の
心
に
起
因
す
る
病
気
と
弥
勒
石
像
の

礼
拝
、
伝
染
病
の
流
行
、
物
部
守
屋
・
中
臣
勝
海
の
仏
教
弾
圧
（
仏

像
・
仏
殿
の
破
壊
と
三
尼
へ
の
迫
害
）、
敏
達
天
皇
と
守
屋
の
病

気
お
よ
び
伝
染
病
の
流
行
、
馬
子
に
よ
る
仏
教
受
容
と
進
ん
で
い

く
。

　

こ
れ
ら
の
記
事
は
ひ
と
つ
の
ま
と
ま
っ
た
説
話
を
構
成
す
る
よ

う
に
も
思
え
る
が
、（
1
）
と
の
関
わ
り
で
、
次
の
指
摘
を
再
確

認
し
て
お
き
た
い
。（
5
）
の
稲
目
の
祭
っ
た
仏
神
の
心
に
よ
り

馬
子
が
病
気
に
な
っ
た
と
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
福
山
敏
男
Ｂ
論

文
は
馬
子
に
よ
る
仏
教
の
導
入
の
直
後
に
仏
神
を
祭
ら
な
か
っ
た

た
め
の
祟
り
が
あ
っ
た
と
す
る
点
は
不
合
理
で
あ
り
、『
日
本
書

紀
』
の
編
者
が
元
興
寺
伽
藍
縁
起
の
簡
単
な
敏
達
の
仏
教
弾
圧
の

記
述
を
拙
劣
な
描
写
に
改
め
た
も
の
で
、続
く
守
屋
の
弾
圧
は『
日

本
書
紀
』
編
者
の
机
上
の
潤
色
と
し
た
。
西
田
長
男
も
こ
の
部
分

は
『
日
本
書
紀
』
の
編
者
が
事
項
の
順
序
を
入
れ
違
え
た
た
め
の

錯
誤
で
あ
る
と
し
、
二
葉
憲
香（

13
）も
つ
じ
つ
ま
が
合
わ
な
い
点
を
指

摘
し
た
。
お
そ
ら
く
（
2
）
か
ら
（
4
）
は
ひ
と
つ
の
ま
と
ま
り

を
も
つ
説
話
で
、
蘇
我
馬
子
の
仏
教
受
容
が
そ
の
中
心
テ
ー
マ
で

あ
る
。
そ
の
後
に
、
突
然
に
稲
目
の
祭
っ
た
「
仏
神
」
の
意
志
に

よ
る
馬
子
の
病
気
を
記
す
の
は
確
か
に
不
自
然
で
あ
る
。「
仏
神
」

は
な
ぜ
仏
教
受
容
に
努
め
た
馬
子
を
病
苦
を
与
え
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
こ
の
前
の
馬
子
の
行
為
と
は
つ
な
が
ら
な
い
。
問
題
な
の
は

稲
目
の
時
代
に
弾
圧
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
記
述
は

（
1
）
の
記
事
の
結
末
で
あ
る
、
難
波
堀
江
へ
の
仏
像
の
投
棄
や

伽
藍
の
破
壊
の
結
果
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

（
5
）
か
ら
（
8
）
は
（
1
）
に
続
く
内
容
な
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
、

先
述
し
た
（
1
）
と
こ
の
部
分
の
内
容
上
の
共
通
性
の
指
摘
に
鑑
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み
る
と
、
こ
の
仮
説
は
よ
り
事
実
に
近
い
も
の
と
な
ろ
う
。

　

福
山
や
西
田
は
、元
興
寺
伽
藍
縁
起
と
の
相
違
を
も
考
慮
し
て
、

こ
の
く
い
ち
が
い
を
『
日
本
書
紀
』
の
編
者
に
よ
る
潤
色
を
想
定

し
た
が
、
こ
れ
に
は
従
え
な
い
。（
1
）
や
（
5
）
か
ら
（
8
）

は
前
述
の
よ
う
に
、
四
天
王
寺
の
伝
承
に
も
と
づ
く
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
し
て
、
特
に
四
天
王
寺
と
の
関
わ
り
を
見
い
だ
す
こ
と
の

で
き
な
い
（
2
）
か
ら
（
4
）
と
は
別
の
資
料
に
も
と
づ
く
と
と

考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
不
整
合
は
異
な
る
資
料
に
も
と
づ
く

記
載
が
併
存
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
基

本
的
に
は
『
日
本
書
紀
』
の
潤
色
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
の
で
は
な

い
と
把
握
す
べ
き
で
あ
る
。

　
（
2
）
か
ら
（
4
）
は
坂
田
寺
の
伝
承
に
も
と
づ
く
と
す
る
理

解
が
一
般
的
で
あ
る
。
福
山
敏
男
Ａ
論
文
は
司
馬
達
等
の
行
動
な

ど
は
坂
田
寺
縁
起
に
よ
っ
た
と
指
摘
し
た
。
西
田
長
男
が
『
日
本

書
紀
』
と
坂
田
寺
縁
起
を
詳
細
に
論
じ
た
。
そ
の
見
解
は
、
全
体

と
し
て
『
日
本
書
紀
』
の
仏
教
伝
来
の
記
事
は
元
興
寺
伽
藍
縁
起

に
依
拠
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
達
等
の
姓
の
相
違
や
元
興
寺
伽

藍
縁
起
で
は
出
家
者
捜
索
に
達
等
の
名
が
な
い
こ
と
か
ら
、『
日

本
書
紀
』
の
達
等
に
関
わ
る
部
分
は
元
興
寺
伽
藍
縁
起
と
祖
本
を

同
じ
く
す
る
鞍
作
氏
本
あ
る
い
は
鞍
作
氏
の
本
記
な
い
し
氏
文
、

坂
田
寺
縁
起
な
ど
に
よ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
水
野
柳
太
郎
が

こ
れ
を
さ
ら
発
展
さ
せ
、（
2
）
か
ら
（
8
）
を
全
体
と
し
て
坂

田
寺
縁
起
に
よ
る
も
の
と
推
測
し
た
。
こ
の
場
合
、（
6
）（
7
）

の
物
部
守
屋
・
中
臣
勝
海
の
仏
教
弾
圧
の
原
資
料
が
問
題
と
な
る

が
、
水
野
は
後
か
ら
設
立
さ
れ
た
坂
田
寺
縁
起
は
四
天
王
寺
縁
起

を
見
た
と
考
え
た
。
そ
の
後
、
吉
田
一
彦
Ｂ
論
文
も
善
信
尼
ら
の

出
家
の
説
話
は
も
と
は
坂
田
寺
で
語
ら
れ
た
歴
史
で
あ
っ
た
と

し
、
Ｂ
系
統
の
資
料
の
一
端
と
位
置
づ
け
た
。
一
方
、
日
野
昭（

14
）は
、

元
興
寺
伽
藍
縁
起
を
も
と
に
、
こ
れ
ら
の
記
事
を
豊
浦
寺
縁
起
に

よ
る
と
指
摘
し
、『
日
本
書
紀
』
の
み
に
存
在
す
る
も
の
は
編
者

の
潤
色
か
共
通
す
る
資
料
に
も
と
づ
く
と
し
た
。

　

さ
て
、
敏
達
一
三
、一
四
年
の
記
事
は
（
2
）
か
ら
（
4
）・

（
5
）
か
ら
（
8
）
が
そ
れ
ぞ
れ
別
の
説
話
と
し
て
存
在
し
、
そ

れ
に
よ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、
後
者
は
四
天
王

寺
の
伝
承
に
よ
り
、
通
説
に
従
え
ば
、
前
者
は
坂
田
寺
縁
起
に
よ

る
と
結
論
で
き
そ
う
で
あ
る
が
、
前
者
に
関
す
る
現
在
の
通
説
に

従
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
詳
細
は
後
に
論
じ

る
こ
と
と
し
た
い
。
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な
お
、（
8
）
に
は
「
或
本
云
」
と
し
て
簡
単
な
別
の
伝
承
が

記
さ
れ
る
。
こ
れ
は
本
文
と
比
較
し
て
人
名
が
異
な
る
が
、
四
天

王
寺
の
伝
承
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
本
文
で
は
中
臣
勝
海
で
あ
り
、

後
掲
（
10
）
で
も
勝
海
で
あ
る
の
で
、
磐
余
と
す
る
伝
は
そ
れ
と

は
別
の
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
何
で
あ
る
か
は
現
在
の
と

こ
ろ
、明
確
な
見
解
を
も
っ
て
い
な
い
。
水
野
は
『
日
本
霊
異
記
』

上
巻
五
「
信
二
敬
三
宝1
得
二
現
報
一
縁
」
と
の
共
通
性
を
指
摘
し
、

比
曽
寺
縁
起
と
す
る
が
、
推
定
の
域
に
と
ど
ま
る
と
思
わ
れ
る
。

二
　
物
部
守
屋
の
滅
亡
前
後
の
記
事

　

用
明
天
皇
が
死
去
の
際
、
仏
教
へ
の
帰
依
を
希
望
し
た
。
こ
れ

も
仏
教
を
テ
ー
マ
と
す
る
比
較
的
大
き
な
記
事
で
あ
る
。

　
（
9
）
用
明
二
（
五
八
七
）
年
四
月
二
日
条

ａ
是
日　

天
皇
得
レ
病　

還
二
入
於
宮
一
。
群
臣
侍
焉
。
天
皇

詔
二
群
臣
一
曰　

朕
思
レ
欲
レ
帰
二
三
宝
一
。
卿
等
議
之
。
群

臣
入
朝
而
議
。
物
部
守
屋
大
連
与
二
中
臣
勝
海
連
一　

違
レ

詔
議
曰　

何
背
二
国
神
一　

敬
二
他
神
一
也
。
由
来
不
レ
識
二

若
レ
斯
事
一
矣
。
蘇
我
馬
子
宿
祢
大
臣
曰　

可
二
随
レ
詔
而

奉
一
レ
助
。
�
生
二
異
計
一
。
於
レ
是
皇
弟
皇
子
〈
皇
弟
皇
子

者
穴
穂
部
皇
子　

即
天
皇
庶
弟
〉　

引
二
豊
国
法
師
一
〈
闕

名
也
〉　

入
二
於
内
裏
一
。
物
部
守
屋
大
連
耶
睨
大
怒
。
是

時
押
坂
部
史
毛
屎
急
来
密
語
二
大
連
一
曰　

今
群
臣
図
レ
卿

　

復
将
レ
断
レ
路
。
大
連
聞
之
即
退
二
於
阿
都
一
〈
阿
都
大

連
之
別
業
所
在
地
名
也
〉
集
二
聚
人
一
焉
。

ｂ
中
臣
勝
海
連
於
レ
家
集
レ
衆　

随
二
助
大
連
一
。
遂
作
三
太
子

彦
人
皇
子
像
与
二
竹
田
皇
子
像
一
厭
之
。
俄
而
知
二
事
難
一
レ

済　

帰
二
附
彦
人
皇
子
於
水
派
宮
一
〈
水
派　

此
云
美
麻

多
〉。
舍
人
迹
見
赤
梼
伺
下
勝
海
連
自
二
彦
人
皇
子
所
一
退
上

　

抜
レ
刀
而
殺
〈
迹
見
姓
也　

赤
梼
名
也　

赤
梼　

此
云

伊
知
毘
〉。
大
連
従
二
阿
都
家
一　

使
二
物
部
八
坂
・
大
市

造
小
坂
・
漆
部
造
兄
一　

謂
二
馬
子
大
臣
一
曰　

吾
聞　

群

臣
謀
レ
我
。
我
故
退
焉
。
馬
子
大
臣　

乃
使
二
土
師
八
嶋

連
於
大
伴
毘
羅
夫
連
所
一　

具
述
二
大
連
之
語
一
。
由
レ
是

毘
羅
夫
連
手
執
二
弓
箭
・
皮
楯
一　

就
二
槻
曲
家
一　

不
レ

離
二
昼
夜
一　

守
二
護
大
臣
一
〈
槻
曲
家
者　

大
臣
家
也
〉

ｃ
天
皇
之
瘡
転
盛　

将
レ
欲
レ
終
時
。
鞍
部
多
須
奈
〈
司
馬

達
等
子
也
〉
進
而
奏
曰　

臣
奉
二
為
天
皇
一
出
家
修
道
。

又
奉
レ
造
二
丈
六
仏
像
及
寺
一
。
天
皇
為
之
悲
慟
。
今
南
淵
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坂
田
寺
木
丈
六
仏
像
・
挾
侍
菩
薩
是
也
。

　

井
上
薫
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
ａ
の
仏
教
を
め
ぐ
る
対
立
と
弾

圧
は
（
1
）・（
6
）（
7
）
と
切
り
離
す
こ
と
の
で
き
な
い
説
話

で
あ
り
、
ま
た
、
次
の
守
屋
滅
亡
の
記
事
へ
の
つ
な
が
る
も
の
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
大
枠
は
は
四
天
王
寺
の
伝
承
と
考
え
ら
れ
る
。

日
野
昭
Ｂ
論
文
は
対
応
す
る
記
載
が
元
興
寺
伽
藍
縁
起
の
露
盤

銘
・
丈
六
光
銘
に
は
な
い
こ
と
か
ら
『
日
本
書
紀
』
に
は
相
当
の

潤
色
が
あ
る
と
し
た
が
、
必
ず
し
も
そ
の
よ
う
に
考
え
る
必
要
は

な
い
。

　

こ
の
記
事
に
は
武
力
衝
突
に
わ
た
る
詳
細
な
記
述
が
あ
り
、
穴

穂
部
皇
子
の
豊
国
法
師
の
招
請
・
物
部
守
屋
の
激
怒
・
押
坂
部
毛

屎
の
忠
告
と
守
屋
の
阿
都
退
去
・
中
臣
勝
海
の
殺
害
・
守
屋
の
釈

明
と
大
伴
毘
羅
夫
の
馬
子
の
槻
曲
家
の
護
衛
の
説
話
は
ス
ト
ー

リ
ー
と
し
て
は
ひ
と
つ
に
ま
と
ま
る
が
こ
れ
が
四
天
王
寺
の
伝
承

で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
水
野
柳
太
郎
は
後
に
守
屋

を
殺
害
す
る
迹
見
赤
梼
が
登
場
す
る
こ
と
か
ら
、
四
天
王
寺
の
伝

承
か
ら
出
る
か
も
し
れ
な
い
と
す
る
が
、
可
能
性
を
示
唆
し
た
に

と
ど
ま
る
。
以
下
の
崇
峻
即
位
前
紀
（
後
掲
10
）
の
記
述
も
同
じ

く
、
大
き
な
政
治
的
事
件
の
記
録
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
寺
院
関
係

以
外
の
資
料
を
も
参
照
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
事
件
の
実
態
を

ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
か
と
も
密
接
な
連
関
の
あ
る
問
題
で
あ
る

の
で
、
今
後
さ
ら
に
考
え
て
み
た
い
。

　
ｃ
の
鞍
部
多
須
奈
の
出
家
の
記
事
は
坂
田
寺
の
伝
承
に
よ
る
こ

と
は
ま
ち
が
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
多
須
奈
が
出
家
し
造
っ
た
寺
と

丈
六
仏
像
が
坂
田
寺
と
そ
の
丈
六
仏
像
・
脇
侍
の
菩
薩
で
あ
る
と

坂
田
寺
（
お
よ
び
そ
の
本
尊
）
の
起
源
が
語
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

明
白
で
あ
ろ
う
。
福
山
敏
男（

15
）、
西
田
長
男
、
日
野
Ｂ
論
文
、
水
野
、

吉
田
Ｂ
論
文
な
ど
、
す
べ
て
同
様
で
あ
る
。
多
須
奈
出
家
は
崇
峻

三
年
の
記
事
（
後
掲
14
）
に
も
あ
り
、
こ
の
点
は
問
題
が
残
る
。

西
田
は
用
明
の
た
め
に
出
家
を
決
意
し
た
が
、
実
際
に
出
家
し
た

の
は
崇
峻
三
年
と
し
、
日
野
は
事
実
上
の
出
家
は
崇
峻
三
年
で
、

本
条
は
仏
像
の
由
来
を
語
る
の
が
主
旨
で
あ
っ
た
と
し
た
。
両
者

と
も
二
つ
の
記
事
を
ま
と
め
て
解
釈
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
吉
田
は
二
つ
の
系
統
の
史
料
と
考
え
た
。
こ
の
二
つ
の
多

須
奈
の
出
家
の
記
事
は
、
吉
田
の
指
摘
の
と
お
り
、
依
拠
し
た
資

料
の
差
異
で
あ
る
と
考
え
る
（
こ
の
点
後
述
）。

　

崇
峻
即
位
前
紀
に
は
仏
教
に
関
わ
る
多
く
の
記
事
が
存
在
す

る
。
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（
10
）
崇
即
位
峻
前
紀
（
五
八
七
）

ａ
五
月　

物
部
大
連
軍
衆
三
度
驚
駭
。
大
連
元
欲
下
去
二
余

皇
子
等
一　

而
立
二
穴
穂
部
皇
子
一
為
中
天
皇
上
。
及
二
至
於

今
一　

望
下
因
二
遊
猟
一　

而
謀
中
替
立
上
。
密
使
二
人
於
穴
穂

部
皇
子
一
曰　

願
与
二
皇
子
一
将
レ
馳
二
猟
於
淡
路
一
。
謀
泄
。

ｂ
六
月
甲
辰
朔
庚
戌
（
七
日
）　

蘇
我
馬
子
宿
祢
等
奉
二
炊
屋

姫
尊
一　

詔
二
佐
伯
連
丹
経
手
・
土
師
連
磐
村
・
的
臣
真

噛
一
曰　

汝
等
厳
レ
兵
速
往　

誅
三
殺
穴
穂
部
皇
子
与
二
宅

部
皇
子
一
。
是
日
夜
半　

佐
伯
連
丹
経
手
等
囲
二
穴
穂
部

皇
子
宮
一
。
於
レ
是
衛
士
先
登
二
樓
上
一　

撃
二
穴
穂
部
皇

肩
一
。
皇
子
落
二
於
楼
下
一　

走
二
入
偏
室
一
。
衞
士
等
挙
レ

燭
而
誅
。

ｃ
六
月
辛
亥
（
八
日
）　

誅
二
宅
部
皇
子
一
〈
宅
部
皇
子　

桧

隈
天
皇
之
子　

上
女
王
之
父
也　

未
レ
詳
〉。
善
二
穴
穂
部

皇
子
一
。
故
誅
。

ｄ
甲
子
（
二
一
日
）　

善
信
阿
尼
等
謂
二
大
臣
一
曰　

出
家
之

途
以
レ
戒
為
レ
本
。
願
向
二
百
済
一　

学
二
受
戒
法
一
。

ｅ
是
月　

百
済
調
使
来
朝
。
大
臣
謂
二
使
人
一
曰　

率
二
此
尼

等
一
。
将
下
渡
二
汝
国
一　

令
上
レ
学
二
戒
法
一
。
了
時
発
遣
。

使
人
答
曰　

臣
等
帰
レ
蕃
先
二
国
王
一
。
而
後
発
遣　

亦

不
レ
遅
也
。

ｆ
秋
七
月　

蘇
我
馬
子
宿
祢
大
臣
勧
三
諸
皇
子
与
二
群
臣
一　

謀
レ
滅
二
物
部
守
屋
大
連
一
。
泊
瀬
部
皇
子
・
竹
田
皇
子
・

厩
戸
皇
子
・
難
波
皇
子
・
春
日
皇
子
・
蘇
我
馬
子
宿
祢
大

臣
・
紀
男
麻
呂
宿
祢
・
巨
勢
臣
比
良
夫
・
膳
臣
賀
拕
夫
・

葛
城
臣
烏
那
羅　

倶
率
二
軍
旅
一　

進
討
二
大
連
一
。
大
伴

連
噛
・
阿
倍
臣
人
・
平
群
臣
神
手
・
坂
本
臣
糠
手
・
春
日

臣
〈
闕
名
字
〉　

倶
率
二
軍
兵
一　

従
二
志
紀
郡
一　

到
二
渋

河
家
一
。

ｇ
大
連
親
率
三
子
弟
与
二
奴
軍
一　

築
二
稲
城
一
而
戦
。
於
レ
是

大
連
昇
二
衣
揩
朴
枝
間
一　

臨
射
如
レ
雨
。
其
軍
強
盛　

填
レ
家
溢
レ
野
。
皇
子
等
軍
与
二
群
臣
衆
一　

怯
弱
恐
怖　

三
廻
却
還
。

ｈ
是
時　

厩
戸
皇
子
束
二
髮
於
額
一
〈
古
俗　

年
少
児　

年

十
五
六
間　

束
髮
於
額
。
十
七
八
間　

分
為
二

角
子
一
。

今
亦
然
之
〉　

而
随
二
軍
後
一
。
自
忖
度
曰　

将
無
レ
見
レ
敗
。

非
レ
願
難
レ
成
。
乃
二
取
白
膠
木
一　

疾
作
二
四
天
王
像
一

　

置
二
於
頂
髮
一　

而
発
レ
誓
言
〈
白
膠
木　

此
云
農
利
泥
〉
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今
若
使
二
我
勝
一
レ
敵　

必
当
下
奉
二
為
護
世
四
王
一
起
中

立
寺
塔
上
。

ｉ
蘇
我
馬
子
大
臣
又
発
レ
誓
言　

凡
諸
天
王
・
大
神
王
等　

助
二
衛
於
我
一　

使
レ
獲
二
利
益
一　

願
当
下
奉
三
為
諸
天
与
二

大
神
王
一　

起
二
立
寺
塔
一　

流
中
通
三
宝
上
。
誓
已
厳
二
種

種
兵
一
而
進
討
伐
。

ｊ
爰
有
二
迹
見
首
赤
梼
一　

射
二
墮
大
連
於
枝
下
一　

而
誅
二
大

連
并
其
子
等
一
。
由
レ
是　

大
連
之
軍
忽
然
自
敗
。
合
レ
軍

悉
被
二
皁
衣
一　

馳
二
猟
広
瀬
勾
原
一
而
散
之
。
是
役　

大

連
児
息
与
二
眷
属
一　

或
有
下
逃
二
匿
葦
原
一　

改
レ
姓
換
レ

名
者
上
。
或
有
二
逃
亡
不
レ
知
レ
所
レ
向
者
一
。
時
人
相
謂
曰

　

蘇
我
大
臣
之
妻
是
物
部
守
屋
大
連
之
妹
也
。
大
臣
妄

用
二
妻
計
一　

而
殺
二
大
連
一
矣
。

ｋ
平
レ
乱
之
後　

於
二
摂
津
国
一
造
二
四
天
王
寺
一
。
分
二
大
連

奴
半
与
一
レ
宅　

為
二
大
寺
奴
・
田
荘
一
。
以
二
田
一
万
頃
一

賜
二
迹
見
首
赤
梼
一
。
蘇
我
大
臣
亦
依
二
本
願
一　

於
二
飛
鳥

地
一　

起
二
法
興
寺
一
。

ｌ
（
捕
鳥
部
万
の
説
話
な
ど　

略
）

　

内
容
に
従
っ
て
分
類
す
る
と
、
多
く
は
物
部
守
屋
の
滅
亡
で
あ

る
。
ｄ
・
ｅ
以
外
が
そ
れ
に
当
た
る
。
こ
れ
ら
の
記
事
に
関
す
る

研
究
は
決
し
て
少
な
く
は
な
い
。
福
山
敏
男（

16
）は
、『
日
本
書
紀
』（
お

よ
び
『
上
宮
聖
德
太
子
傳
補
闕
記
』）
の
記
述
は
四
天
王
寺
の
縁

起
か
ら
出
た
も
の
で
あ
り
、
戦
乱
の
際
に
四
天
王
寺
創
建
が
発
願

さ
れ
た
と
す
る
の
は
『
日
本
書
紀
』
の
潤
色
で
は
な
く
、
縁
起
の

作
ら
れ
た
時
の
造
作
で
あ
る
と
し
た
。
日
野
昭
Ｂ
論
文
も
ほ
ぼ
同

じ
見
解
で
あ
る
。
西
田
長
男
は
四
天
王
寺
の
発
願
は
元
興
寺
伽
藍

縁
起
と
は
別
の
資
料
に
よ
る
と
推
定
し
た
。
水
野
柳
太
郎
の
分
析

は
よ
り
詳
細
で
、
穴
穂
部
皇
子
の
殺
害
ま
で
の
部
分
は
四
天
王
寺

縁
起
に
よ
っ
た
と
は
断
定
で
き
な
い
、
厩
戸
皇
子
に
よ
る
四
天
王

寺
創
建
は
四
天
王
寺
縁
起
に
よ
り
、
蘇
我
馬
子
の
飛
鳥
寺
創
建
の

発
願
の
記
述
は
元
興
寺
伽
藍
縁
起
に
な
い
の
で
、
四
天
王
寺
縁
起

が
加
え
た
も
の
で
あ
る
、
四
天
王
寺
創
建
の
記
述
な
ど
は
四
天
王

寺
の
奴
婢
と
田
荘
の
所
有
を
確
保
す
る
た
め
の
主
張
で
あ
っ
た
と

し
た
。松
木
Ｃ
論
文
は
福
山
敏
男
の
見
解
に
対
す
る
批
判
を
試
み
、

こ
れ
ら
の
記
述
に
は
四
天
王
寺
縁
起
と
飛
鳥
寺
系
縁
起
が
組
み
合

わ
さ
れ
用
い
ら
れ
て
お
り
、
四
天
王
寺
縁
起
が
大
部
な
も
の
と
は

思
え
な
い
の
で
、
主
と
し
て
飛
鳥
寺
系
縁
起
が
基
礎
資
料
で
あ
っ

た
と
し
た
。
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さ
て
、
こ
の
一
連
の
記
事
は
全
体
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
に

基
づ
く
と
思
わ
れ
る
が
、
ま
ず
、
二
つ
の
寺
院
の
起
源
が
語
ら
れ

る
点
（
ｈ
・
ｉ
）
が
検
討
の
出
発
点
に
な
る
。
従
来
の
研
究
で
は

こ
れ
ら
の
記
事
の
原
資
料
と
し
て
四
天
王
寺
の
伝
承
を
想
定
す
る

の
が
通
説
で
あ
っ
た
。厩
戸
皇
子
の
活
躍
な
ど
が
詳
細
に
描
か
れ
、

四
天
王
寺
創
建
が
発
願
さ
れ
る
部
分
な
ど
（
ｈ
）
は
四
天
王
寺
の

伝
承
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
ｉ
に
は
蘇
我
馬
子
に

よ
る
飛
鳥
寺
創
建
の
誓
願
も
記
述
さ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
、
特
に
二

つ
の
誓
願
が
区
別
さ
れ
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
水
野
は
馬
子
の
誓
願
も
四
天
王
寺
縁
起
の
創
作
と
し
た
。
し

か
し
、二
つ
の
寺
院
の
創
建
に
関
わ
る
誓
願
が
記
さ
れ
る
こ
と
は
、

単
純
に
二
つ
の
寺
院
の
伝
承
に
よ
る
と
考
え
る
べ
き
な
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。
そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
厩
戸
と
馬
子
の
二
人
が
よ

く
似
た
誓
願
を
す
る
こ
と
も
理
解
し
や
す
い
。
し
た
が
っ
て
、
松

木
の
四
天
王
寺
と
飛
鳥
寺
の
二
つ
の
寺
院
の
伝
承
を
原
資
料
と
考

え
る
所
論
が
妥
当
で
あ
る
と
思
う
。
た
だ
し
、
一
連
の
記
事
の
な

か
で
飛
鳥
寺
と
直
接
関
わ
る
の
は
ｈ
の
馬
子
の
短
か
な
誓
願
と
ｋ

の
飛
鳥
寺
創
建
の
記
述
程
度
で
、『
日
本
書
紀
』
の
記
述
が
よ
り

深
く
四
天
王
寺
の
伝
承
と
関
わ
る
の
は
事
実
で
あ
ろ
う
。そ
し
て
、

こ
の
部
分
は
（
1
）、（
5
）
か
ら
（
8
）
に
続
く
四
天
王
寺
の
伝

承
の
お
そ
ら
く
も
っ
と
も
核
心
に
な
る
事
項
で
あ
る
。

　
　

三
　
飛
鳥
寺
・
四
天
王
寺
創
建
に
関
わ
る
記
事

　

続
い
て
、
前
節
で
論
じ
残
し
た
（
10
）
ｄ
・
ｅ
の
善
信
尼
ら
の

百
済
留
学
に
関
す
る
記
事
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
崇
峻
元

年
是
歳
条
（
後
掲
）、
同
三
（
五
九
〇
）
年
三
月
条
も
関
係
記
事

で
あ
る
。

　
（
11
）
崇
峻
元
（
五
八
八
）
年
是
歳
条

ａ
百
済
国
遣
二
使
并
僧
恵
総
・
令
斤
・
恵
寔
等
一　

献
二
仏
舍

利
一
。

ｂ
百
済
国
遣
二
恩
率
首
信
・
徳
率
益
文
・
那
率
福
富
味
身

等
一　

進
レ
調
并
献
二
仏
舍
利　

僧
聆
照
律
師
・
令
威
・
恵

衆
・
恵
宿
・
道
厳
・
令
開
等　

寺
工
太
良
未
太
・
文
賈
古

子　

鑪
盤
博
士
将
徳
白
昧
淳　

瓦
博
士
麻
奈
文
奴
・
陽
貴

文
・
陵
貴
文
・
昔
麻
帝
弥　

画
工
白
加
一
。
蘇
我
馬
子
宿

祢
請
二
百
済
僧
等
一　

問
二
受
レ
戒
之
法
一
。
以
二
善
信
尼
等
一

　

付
二
百
済
国
使
恩
率
首
信
等
一　

発
二
遣
学
問
一
。

ｃ
壌
二
飛
鳥
衣
縫
造
祖
樹
葉
之
家
一　

始
作
二
法
興
寺
一
。
此
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地
名
二
飛
鳥
真
神
原
一
。
亦
名
二
飛
鳥
苫
田
一
。

　
（
12
）
崇
峻
三
（
五
九
〇
）
年
三
月
条

　

学
問
尼
善
信
等
自
二
百
済
一
還　

住
二
桜
井
寺
一
。

　

こ
こ
に
登
場
す
る
善
信
尼
は
（
3
）
に
出
家
し
た
こ
と
が
み
え

る
。
し
た
が
っ
て
、
説
話
と
し
て
そ
の
次
に
位
置
す
る
も
の
で
あ

る
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
る
。（
10
）
ｄ
・
ｅ
も
坂
田
寺
の
伝

承
に
よ
る
と
考
え
る
の
が
通
説
で
あ
る
。
水
野
柳
太
郎
は
善
信
尼

と
の
関
係
か
ら
こ
れ
ら
を
坂
田
寺
縁
起
に
よ
る
と
す
る
。（
11
）

に
つ
い
て
、
福
山
Ａ
論
文
は
こ
れ
は
元
興
寺
伽
藍
縁
起
の
原
史
料

や
塔
露
盤
銘
に
よ
っ
た
と
し
、
ｃ
の
飛
鳥
衣
縫
祖
葉
の
家
を
飛
鳥

寺
と
し
た
と
す
る
点
は
は
そ
の
家
伝
に
よ
る
と
し
た
。
福
山
は
塔

露
盤
銘
の
史
料
的
な
信
頼
性
を
認
め
て
お
り
、
特
に
そ
の
後
半
は

原
銘
文
で
あ
る
と
し
た
。
こ
の
条
に
は
、
ａ
・
ｂ
と
百
済
使
の
到

来
が
二
度
、
記
さ
れ
て
お
り
、
問
題
と
な
る
。
西
田
長
男
の
見
解

も
福
山
と
同
様
で
あ
る
が
、
使
の
到
来
を
二
回
と
す
る
の
は
誤
り

で
、
一
回
目
は
元
興
寺
伽
藍
縁
起
の
本
文
に
従
い
、
二
回
目
は
塔

露
盤
銘
と
元
興
寺
伽
藍
縁
起
の
本
文
を
も
と
に
し
た
と
し
た
。
水

野
柳
太
郎
は
や
は
り
二
度
の
到
来
を
重
複
と
み
て
、
ａ
は
四
天
王

寺
縁
起
、
ｂ
は
善
信
尼
の
名
が
あ
る
こ
と
か
ら
坂
田
寺
縁
起
に
よ

り
、
調
整
の
作
業
が
放
置
さ
れ
た
ま
ま
『
日
本
書
紀
』
が
完
成
し

た
と
理
解
し
、
ｃ
も
坂
田
寺
縁
起
に
よ
っ
た
と
し
た
。
松
木
Ｃ
論

文
は
ｂ
は
飛
鳥
寺
系
縁
起
が
基
礎
資
料
で
あ
る
と
し
た
。

　
ａ
は
短
文
で
あ
り
、
明
確
な
判
断
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
水
野

は
こ
れ
を
ｂ
と
の
対
比
か
ら
四
天
王
寺
縁
起
と
す
る
が
、
確
実
な

論
拠
は
示
さ
れ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
ｂ
に
つ
い
て
、
善
信
尼

ら
の
留
学
は
（
10
）
に
も
見
え
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
以
前
に
留

学
の
計
画
が
あ
り
、
百
済
使
と
と
も
に
派
遣
し
よ
う
し
た
が
、
止

め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
新
た
な
百
済
使
の
到
来
を
受
け
て
善

信
尼
ら
を
派
遣
し
た
こ
と
に
な
り
、
文
脈
上
は
、
百
済
使
の
到
来

と
善
信
尼
ら
の
派
遣
は
一
連
の
動
き
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ｂ

は
ひ
と
つ
の
説
話
と
し
て
よ
い
。
ｃ
の
飛
鳥
衣
縫
は
や
は
り
関
係

す
る
史
料
が
な
く
考
察
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。

　

続
い
て
、
飛
鳥
寺
の
造
営
に
関
わ
る
い
く
つ
か
の
記
事
が
存
在

す
る
。

　
（
13
）
崇
峻
三
（
五
九
〇
）
年
一
〇
月
条

　

入
レ
山
取
二
寺
材
一
。

　
（
15
）
崇
峻
五
（
五
九
二
）
年
一
〇
月
是
月
条

　

起
三
大
法
興
寺
仏
堂
与
二
歩
廊
一
。
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（
16
）
推
古
元
（
五
九
三
）
年
正
月
一
五
日
条

　

以
二
仏
舎
利
一
置
二
于
法
興
寺
刹
柱
礎
中
一
。

　
（
17
）
推
古
元
（
五
九
三
）
年
正
月
一
六
日
条

　

建
二
刹
柱
一
。

　
（
19
）
推
古
四
（
五
九
六
）
年
一
一
月
条

　

法
興
寺
造
竟
。
則
以
二
大
臣
男
善
徳
臣
一
拝
二
寺
司
一
。
是

日
恵
慈
・
恵
聡
二
僧　

始
住
二
於
法
興
寺
一
。

　

い
ず
れ
も
簡
単
な
記
事
で
あ
る
が
、
福
山
敏
男
Ａ
論
文
は

（
13
）
は
元
興
寺
伽
藍
縁
起
に
よ
る
、（
15
）
か
ら
（
17
）
は
『
日

本
書
紀
』
の
編
者
の
想
定
し
た
造
営
の
過
程
で
、
純
然
た
る
机
上

の
作
り
ご
と
で
あ
る
、（
19
）
の
造
営
終
了
の
記
事
は
塔
露
盤
銘

に
よ
る
が
、塔
露
盤
銘
の
記
載
は
塔
の
露
盤
が
上
げ
ら
れ
た
年
で
、

飛
鳥
寺
の
造
営
全
体
が
終
わ
っ
た
年
で
あ
る
か
疑
問
で
あ
る
、
寺

司
任
命
は
丈
六
光
銘
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
が
、
善
徳
の
存
在
は
疑

わ
し
く
、
二
僧
の
居
住
は
『
日
本
書
紀
』
編
者
の
合
理
主
義
に
よ

る
潤
色
で
あ
る
、
な
ど
と
指
摘
し
た
。
水
野
柳
太
郎
は
、（
16
）

（
17
）
及
び
四
天
王
寺
造
営
開
始
を
記
す
後
掲
（
18
）
を
物
部
守

屋
の
滅
亡
（
10
）
と
同
じ
く
、
一
年
の
な
か
に
飛
鳥
寺
・
四
天
王

寺
の
建
立
を
記
載
す
る
と
し
て
、四
天
王
寺
縁
起
に
よ
る
と
し
た
。

松
木
は
Ｃ
論
文
は
こ
れ
ら
の
記
事
は
飛
鳥
寺
系
縁
起
に
よ
る
と
し

た
。
前
述
の
よ
う
に
、（
10
）
は
少
な
く
と
も
二
つ
に
分
割
す
べ

き
で
、
四
天
王
寺
と
飛
鳥
寺
の
伝
承
が
も
と
に
な
っ
て
い
る
と
思

わ
れ
る
。
従
っ
て
、
こ
こ
も
同
様
で
、
水
野
の
見
解
と
は
異
な
り
、

こ
れ
ら
の
記
事
は
飛
鳥
寺
の
伝
承
に
よ
る
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ

う
。

　

飛
鳥
寺
の
造
営
の
記
事
に
は
さ
ま
れ
る
よ
う
に
、
出
家
者
の
記

事
が
あ
る
。

　
（
14
）
崇
峻
三
（
五
九
〇
）
年
是
歳
条

　

度
尼　

大
伴
狭
手
彦
連
女
善
徳
・
大
伴
狛
夫
人
・
新
羅
媛

善
妙
・
百
済
媛
妙
光　

又
漢
人
善
聡
・
善
通
・
妙
徳
・
法

定
照
・
善
智
聡
・
善
智
恵
・
善
光
等
。
鞍
部
司
馬
達
等
子

多
須
奈　

同
時
出
家
。
名
曰
二
徳
斉
法
師
一
。

　

水
野
柳
太
郎
は
出
家
し
た
善
聡
な
ど
七
名
が
坂
田
寺
か
鞍
作
氏

に
縁
の
あ
る
人
物
で
あ
る
こ
と
、
多
須
奈
の
出
家
が
（
9
）
と
関

連
が
あ
る
こ
と
か
ら
、こ
の
記
事
は
坂
田
寺
縁
起
に
よ
る
と
し
た
。

吉
田
一
彦
Ｂ
論
文
こ
の
記
事
と
（
9
）
の
対
比
か
ら
、
こ
ち
ら
を

Ａ
系
統
に
属
す
る
も
の
と
し
、
も
と
に
な
っ
た
の
は
飛
鳥
寺
の
伝

承
で
あ
っ
た
と
し
た
。
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（
18
）
推
古
元
年
（
五
九
三
）
年
是
歳
条

　

始
造
二
四
天
王
寺
於
難
波
荒
陵
一
。

　

も
ち
ろ
ん
、こ
の
条
の
原
資
料
は
四
天
王
寺
の
伝
承
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
福
山
敏
男
Ｃ
論
文
は
こ
れ
を
『
日
本
書
紀
』
編
者
の
推
定

に
過
ぎ
な
い
と
し
た
。

　

次
に
、鞍
作
鳥
に
よ
る
仏
像
制
作
に
関
わ
る
記
事
が
存
在
す
る
。

　
（
20
）
推
古
一
三
（
六
〇
五
）
年
四
月
一
日
条

　

天
皇
詔
二
皇
太
子
・
大
臣
及
諸
王
・
諸
臣
一　

共
同
発
二
誓

願
一　

以
始
造
二
銅
・
繍
丈
六
仏
像
各
一
躯
一
。
乃
命
二
鞍

作
鳥
一　

為
二
造
レ
仏
之
工
一
。
是
時　

高
麗
国
大
興
王
聞
三

日
本
国
天
皇
造
二
仏
像
一　

貢
二
上
黄
金
三
百
両
一
。

　
（
21
）
推
古
一
四
（
六
〇
六
）
年
四
月
八
日
条

　

銅
・
繍
丈
六
仏
像
並
造
竟
。
是
日
也
。
丈
六
銅
像
坐
二
於

元
興
寺
金
堂
一
。
時
仏
像
高
二
於
金
堂
戸
一　

以
不
レ
得
レ

納
レ
堂
。
於
レ
是　

諸
工
人
等
議
曰　

破
二
堂
戸
一
而
納
之
。

然
鞍
作
鳥
之
秀
工　

以
不
レ
壌
レ
戸
得
レ
入
レ
堂
。
即
日
設

斎
。
於
レ
是　

会
集
人
衆
不
レ
可
二
勝
数
一
。
自
二
是
年
一
初

　

毎
レ
寺
四
月
八
日
・
七
月
十
五
日
設
斎
。

（
22
）
推
古
一
四
（
六
〇
六
）
年
五
月
五
日
条

　

勅
二
鞍
作
鳥
一
曰　

朕
欲
レ
興
二
隆
内
典
一　

方
将
レ
建
二
仏

刹
一　

肇
求
二
舎
利
一
。時
汝
祖
父
司
馬
達
等
便
献
二
舎
利
一
。

又
於
レ
国
無
二
僧
尼
一
。
於
レ
是　

汝
父
多
須
那
為
二
橘
豊
日

天
皇
一　

出
家
恭
二
敬
仏
法
一
。
又
汝
姨
嶋
女
初
出
家　

為
二
諸
尼
導
者
一　

以
修
二
行
釈
教
一
。
今
朕
為
レ
造
二
丈
六

仏
一　

以
求
二
好
仏
像
一
。
汝
之
所
レ
献
仏
本　

則
合
二
朕

心
一
。
又
造
二
仏
像
一
既
訖　

不
レ
得
レ
入
レ
堂
。
諸
工
人
不
レ

能
レ
計　

以
将
レ
破
二
堂
戸
一
。
然
汝
不
レ
破
レ
戸
而
得
レ
入
。

此
皆
汝
之
功
也
。
則
賜
二
大
仁
位
一　

因
以
給
二
近
江
国
坂

田
郡
水
田
廿
町
一
焉
。
鳥
以
二
此
由
一　

為
二
天
皇
一
作
二
金

剛
寺
一
。
是
今
謂
南
淵
坂
田
尼
寺
。

　

こ
れ
ら
が
鳥
に
よ
る
仏
像
制
作
（
お
よ
び
鳥
の
功
績
顕
彰
）
と

坂
田
寺
へ
の
褒
賞
を
記
す
も
の
で
、
坂
田
寺
の
伝
承
に
基
づ
く
こ

と
は
ほ
ぼ
確
実
で
あ
ろ
う
。
福
山
敏
男
Ａ
論
文
は
こ
の
こ
と
は
、

元
興
寺
伽
藍
縁
起
に
は
記
述
が
な
い
の
で
、
仏
像
が
鳥
の
制
作
で

あ
る
こ
と
は
飛
鳥
寺
側
で
は
関
知
し
な
い
こ
と
で
、
坂
田
寺
の
縁

起
作
者
（
鞍
作
氏
も
し
く
坂
田
寺
の
者
）
が
机
上
で
構
造
し
た
も

の
と
推
定
し
た
。
西
田
長
男
は
本
条
に
つ
い
て
、『
日
本
書
紀
』

は
坂
田
寺
縁
起
を
記
し
つ
つ
、
鞍
作
氏
の
貢
献
を
特
筆
す
る
と
評
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し
た
。
水
野
柳
太
郎
も
こ
れ
ら
を
坂
田
寺
縁
起
に
よ
る
と
み
て
、

『
日
本
書
紀
』
の
坂
田
寺
縁
起
へ
の
依
拠
は
こ
こ
で
終
わ
る
と
し

た
。
松
木
Ａ
論
文
は
（
9
）
と
本
条
の
記
事
は
本
尊
伝
説
と
造
寺

伝
説
が
別
々
に
構
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
鞍
作
氏
の
記
録
の
一

部
と
し
て
坂
田
寺
の
造
仏
・
造
寺
の
そ
れ
が
あ
っ
た
と
推
定
し
た
。

　
（
22
）
に
も
多
須
奈
の
出
家
の
記
述
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
用
明

天
皇
の
た
め
で
あ
り
、（
9
）
と
結
び
つ
く
。（
9
）
も
坂
田
寺
の

仏
像
の
起
源
説
話
で
あ
り
、
坂
田
寺
の
伝
承
に
基
づ
く
こ
と
は
明

白
で
あ
る
。
一
方
、（
14
）に
も
多
須
奈
の
出
家
の
記
事
は
あ
る
が
、

こ
れ
は
用
明
天
皇
の
た
め
と
は
い
い
が
た
い
。
し
た
が
っ
て
、

（
9
）
と
本
条
は
同
じ
資
料
に
も
と
づ
く
と
判
断
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
松
木
の
整
理
の
よ
う
に
、（
9
）
の
仏
像
制
作
に
対
し
て
、

本
条
を
寺
院
創
建
伝
説
と
と
ら
え
る
と
、
理
解
し
や
す
い
。

　
（
22
）
の
推
古
の
勅
に
鳥
の
祖
父
司
馬
達
等
の
舎
利
献
上
や
お

ば
嶋
女
の
出
家
（
善
信
尼
）
が
語
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
点
を
も
と

に
前
述
の
（
2
）
か
ら
（
4
）
を
坂
田
寺
の
伝
承
に
よ
る
と
す
る

見
解
が
あ
る
。
こ
れ
は
承
認
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
も
う
一
度
、

推
古
の
勅
に
注
目
し
た
い
。
冒
頭
に
は
「
朕
欲
レ
興
二
隆
内
典
一
」

と
あ
り
、推
古
が
仏
教
の
導
入
を
は
か
っ
た
と
さ
れ
る
。
推
古（
額

田
部
皇
女
）
は
敏
達
の
妻
で
あ
っ
た
か
ら
、
敏
達
の
治
世
に
仏
教

受
容
を
進
め
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
続
い
て

「
方
将
レ
建
二
仏
刹
一　

肇
求
二
舎
利
一
」
と
寺
院
の
建
立
を
計
画
し

た
と
こ
ろ
、
司
馬
達
等
が
舎
利
を
献
じ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
僧

尼
が
い
な
か
っ
た
時
に
、
鞍
作
多
須
那
や
嶋
女
は
出
家
し
た
の
で

あ
る
。（
2
）
か
ら
（
4
）
を
み
る
と
、
ま
ず
、
皇
后
額
田
部
皇

女
は
も
と
よ
り
、
敏
達
天
皇
自
身
も
主
要
な
人
物
と
し
て
登
場
し

な
い
。
敏
達
は
逆
に
物
部
守
屋
・
中
臣
勝
海
の
仏
教
弾
圧
の
奏
に

対
し
て
仏
法
を
断
つ
べ
し
と
す
る
詔
を
与
え
た
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、（
3
）
の
達
等
の
舎
利
献
上
は
、
細
部
は
き
わ
め
て

説
話
的
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
馬
子
に
献
上
さ
れ
、
そ
の
後
、

（
4
）
の
よ
う
に
馬
子
が
大
野
丘
の
北
に
建
て
た
塔
柱
の
頭
に
納

入
さ
れ
た
と
あ
る
。
勅
の
内
容
と
（
2
）
か
ら
（
4
）
の
内
容
は

人
物
の
役
割
の
点
で
ど
う
も
的
確
に
組
み
合
わ
な
い
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
勅
で
は
多
須
那
・
善
信
尼
の
順
に
出
家
の
記
述
が
あ

る
が
、
多
須
那
の
出
家
の
年
代
を
二
つ
の
年
代
の
い
ず
れ
を
と
る

に
し
て
も
、
敏
達
一
三
年
の
善
信
尼
の
出
家
が
時
期
的
に
早
い
。

も
ち
ろ
ん
、年
代
の
順
に
記
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

憶
測
に
過
ぎ
な
い
が
、
多
須
奈
よ
り
後
に
善
信
尼
が
出
家
し
た
と
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す
る
別
の
伝
承
を
想
定
す
る
と
、
き
れ
い
に
解
決
で
き
る
の
も
事

実
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、（
2
）
か
ら
（
4
）
に
も
司
馬
達
等
や
善
信

尼
が
登
場
す
る
が
、
説
話
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
つ
き
あ
わ
せ
て
み
る

と
、
こ
の
推
古
の
勅
と
適
合
す
る
と
は
い
え
な
い
と
考
え
る
。
し

た
が
っ
て
、
坂
田
寺
の
伝
承
に
よ
る
の
は
（
9
）
の
仏
像
の
起
源

説
話
と
（
22
）
の
寺
自
身
の
起
源
説
話
の
二
つ
の
記
事
に
と
ど
ま

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。（
2
）
か
ら
（
4
）
は
別
の
資
料
か
ら

と
ら
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。鞍
作
氏
に
着
目
す
る
あ
ま
り
に
、

拡
大
し
す
ぎ
る
傾
向
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
坂
田
寺
の
伝
承
で

は
達
等
・
善
信
尼
・
多
須
奈
・
鳥
の
業
績
を
天
皇
と
結
び
付
け
、

権
威
化
が
は
か
ら
れ
た
と
い
え
る
。
そ
の
結
果
、
蘇
我
馬
子
を
中

心
と
す
る
（
2
）
か
ら
（
4
）
と
は
、
関
係
し
つ
つ
も
、
別
の
伝

承
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

従
来
、
坂
田
寺
の
伝
承
と
さ
れ
て
き
た
（
2
）
か
ら
（
4
）
の

蘇
我
馬
子
の
仏
教
の
導
入
の
記
事
お
よ
び
、
そ
れ
に
続
く
と
推
定

さ
れ
る
（
10
）
ｄ
・
ｅ
お
よ
び
（
12
）
の
善
信
尼
ら
三
尼
の
百
済

留
学
の
記
事
は
坂
田
寺
の
伝
承
か
ら
切
り
離
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
。
ｅ
は
百
済
か
ら
の
技
術
者
の
派
遣
と
結
び
つ
き
を
有
す
る
よ

う
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
馬
子
が
渡
来
し
た
僧
に
対
し
て
受
戒
の
法

を
問
い
、
そ
の
結
果
、
三
尼
の
留
学
が
実
現
す
る
の
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
三
尼
の
説
話
も
飛
鳥
寺
造
営
と
同
種
の
資
料
に
基
づ

く
と
推
測
で
き
る
。
さ
ら
に
、（
10
）
ｉ
・
ｋ
の
馬
子
に
よ
る
飛

鳥
寺
創
建
の
発
願
や
、（
11
）
ｂ
・（
13
）・（
15
）
か
ら
（
17
）・

（
19
）
の
発
願
後
の
造
営
に
関
す
る
記
事
も
や
は
り
同
じ
枠
で
把

握
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
ら
は
一
括
し
て

飛
鳥
寺
の
伝
承
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。（
14
）
の
鞍
作
多

須
奈
を
含
む
出
家
記
事
は
、
坂
田
寺
の
伝
承
で
あ
る
（
9
）
と
は

異
な
り
、
ま
た
、
四
天
王
寺
の
伝
承
で
あ
る
よ
う
に
も
思
え
な
い
。

大
伴
氏
と
蘇
我
稲
目
・
馬
子
と
の
関
係
を
考
慮
す
る
と
、
い
ち
お

う
、
こ
れ
も
飛
鳥
寺
の
伝
承
と
み
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

以
上
で
、
考
察
を
終
了
す
る
。

　
　

お
わ
り
に

　

こ
こ
ま
で
、『
日
本
書
紀
』
の
初
期
仏
教
記
事
を
す
べ
て
で
は

な
い
が
、
取
り
上
げ
、
元
興
寺
伽
藍
縁
起
と
の
間
に
距
離
を
保
つ

こ
と
を
意
識
し
な
が
ら
、
各
記
事
の
依
拠
し
た
資
料
を
考
え
て
き

た
。
こ
こ
で
要
約
し
て
お
く
。
本
稿
で
取
り
上
げ
た
記
事
は
大
き
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く
、
飛
鳥
寺
・
四
天
王
寺
・
坂
田
寺
の
伝
承
を
原
資
料
と
す
る
も

の
で
あ
っ
た
。
次
の
よ
う
に
分
類
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

四
天
王
寺　
（
1
）・（
5
）
か
ら
（
8
）・（
9
）
ａ
・（
10
）

ｈ　

ｋ

飛
鳥
寺	
（
2
）
か
ら
（
4
）・（
10
）
ｄ　

ｅ　

ｉ
・

（
11
）
ｂ
・（
12
）
か
ら
（
19
）

坂
田
寺	

（
9
）
ｃ
・（
20
）
か
ら
（
22
）

　

す
べ
て
の
記
事
を
取
り
上
げ
た
わ
け
で
も
な
く
、
ま
た
す
べ
て

に
原
資
料
が
存
在
し
た
保
証
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
妥
当
な
も
の

を
考
察
し
て
き
た
つ
も
り
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
三
寺
の
伝
承
は
、

各
寺
の
も
の
に
そ
れ
ぞ
れ
ひ
と
つ
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ
り
、
断
片

的
な
物
語
の
集
ま
り
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
四
天
王
寺
の

伝
承
は
物
部
氏
に
よ
る
仏
教
弾
圧
の
く
り
返
し
と
そ
れ
を
打
倒
し

た
厩
戸
皇
子
の
物
語
、
飛
鳥
寺
の
伝
承
は
詳
細
な
蘇
我
馬
子
の
仏

教
受
容
の
物
語
、
坂
田
寺
の
伝
承
は
鞍
作
氏
の
仏
教
受
容
の
物
語

で
あ
る
。

　

以
上
が
基
本
的
な
分
析
結
果
で
あ
り
、
以
降
、
こ
れ
を
基
盤
と

し
て
各
記
事
の
事
実
性
、
そ
し
て
、
仏
教
受
容
の
初
期
段
階
の
様

相
の
解
明
へ
と
進
ん
で
い
き
た
い
。
そ
れ
は
今
後
の
課
題
で
あ
る

が
、
こ
こ
で
析
出
で
き
た
飛
鳥
寺
の
伝
承
は
、『
日
本
書
紀
』
編

纂
の
時
期
に
存
在
し
、
依
拠
さ
れ
た
伝
承
で
あ
り
、
元
興
寺
伽
藍

縁
起
と
の
比
較
検
討
の
材
料
に
な
り
得
る
は
ず
で
あ
る
。そ
し
て
、

そ
こ
か
ら
元
興
寺
伽
藍
縁
起
の
史
料
的
性
格
が
明
ら
か
に
な
る
こ

と
が
期
待
で
き
る
と
考
え
る
。

注
（
1
）
吉
田
一
彦
Ａ
「『
元
興
寺
縁
起
』
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」（
同
『
仏

教
伝
来
の
研
究
』〈
吉
川
弘
文
館　

二
〇
一
二
年
〉　

初
出

二
〇
〇
一
年
）
の
研
究
史
整
理
を
参
照
。

（
2
）
津
田
左
右
吉
全
集
2
『
日
本
古
典
の
研
究　

下
』〈
岩
波
書
店

　

一
九
六
三
年
〉　

初
出
一
九
四
九
年
）

（
3
）
福
山
敏
男
Ａ
「
飛
鳥
寺
の
創
立
」、
Ｂ
「
豊
浦
寺
の
創
立
」（
同

『
日
本
建
築
史
研
究
』〈
墨
水
書
房　

一
九
六
八
年
〉　

初
出

一
九
三
四
年
）

（
4
）
西
田
「『
日
本
書
紀
』
の
仏
教
伝
来
の
記
事
」（
同
『
日
本
神
道

史
研
究
3
古
代
篇
（
下
）』〈
講
談
社　

一
九
七
八
年
〉　

初
出

一
九
五
二
年
）。
以
下
、
西
田
の
見
解
は
す
べ
て
本
書
に
よ
る
。

（
5
）
水
野
「
日
本
書
紀
と
元
興
寺
縁
起
」（
同
『
日
本
古
代
の
寺
院

と
史
料
』〈
吉
川
弘
文
館　

一
九
九
三
年
〉　

初
出
一
九
六
四
・

六
五
・
八
七
年
〉）。以
下
、水
野
の
見
解
は
す
べ
て
本
論
文
に
よ
る
。

（
6
）
松
木
Ａ
「
日
本
書
紀
編
纂
と
寺
院
縁
起
」（『
国
学
院
大
学
大
学
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院
紀
要
』
六　

一
九
七
五
年
）、Ｂ
「
二
種
類
の
元
興
寺
縁
起
」（『
日

本
歴
史
』
三
二
五　

一
九
七
五
年
）、
Ｃ
「
日
本
書
紀
編
纂
と
平

城
京
元
興
寺
」（『
国
学
院
雑
誌
』
七
六
ー
八　

一
九
七
五
年
）

（
7
）
吉
田
Ｂ
「『
日
本
書
紀
』
仏
教
伝
来
記
事
と
末
法
思
想
」（
同
『
仏

教
伝
来
の
研
究
』〈
吉
川
弘
文
館　

二
〇
一
二
年
〉　

初
出
二
〇
〇
七
〜

二
〇
一
〇
年
）

（
8
）
原
資
料
と
し
て
○
○
寺
縁
起
と
称
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
吉

田
一
彦
Ｂ
論
文
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
縁
起
の
語
は
文
章
化
さ
れ

た
資
料
を
想
起
さ
せ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
文
章
化
さ
れ
た
資
料
の
存

在
が
明
確
に
証
明
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
本
稿
で
は
伝
承

と
称
す
る
。

（
9
）『
日
本
書
紀
』
欽
明
一
四
（
五
五
三
）
年
五
月
一
日
条
は
比
蘇

寺
の
伝
承
に
基
づ
く
と
さ
れ
る
。
比
蘇
寺
の
伝
承
に
由
来
す
る
も

の
は
本
条
の
み
で
、
こ
の
見
解
に
同
意
で
き
る
の
で
、
以
下
で
は

こ
の
記
事
に
は
ふ
れ
な
い
。

（
10
）
以
下
、
史
料
に
は
年
代
順
に
番
号
を
ふ
っ
た
が
、
行
論
の
関
係

で
掲
出
が
前
後
す
る
場
合
が
あ
る
。
必
要
に
応
じ
て
本
文
に
ア
ル

フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
付
し
て
示
す
。
史
料
中
の
〈
〉
内
は
割
注
で
あ
る
。

（
11
）
日
野
Ａ
「
欽
明
朝
の
仏
教
伝
承
に
関
す
る
一
考
察
」（
同
論
文

集
Ⅰ
『
日
本
書
紀
と
古
代
の
仏
教
』〈
和
泉
書
院　

二
〇
一
五
年
〉

　

初
出
一
九
七
七
年
）

（
12
）
井
上
「
日
本
書
紀
仏
教
伝
来
記
載
考
」（
同
『
日
本
古
代
の
政

治
と
宗
教
』〈
吉
川
弘
文
館　

一
九
六
一
年
〉　

初
出
一
九
四
二

年
）。
以
下
、
井
上
の
見
解
は
す
べ
て
本
論
文
に
よ
る
。

（
13
）
二
葉
「
元
興
寺
縁
起
と
日
本
書
紀
」（
同
『
日
本
古
代
仏
教
史

の
研
究 

』〈
永
田
文
昌
堂　

一
九
八
四
年
〉　

初
出
一
九
六
七
年
）

（
14
）
日
野
Ｂ
「
仏
教
」（
同
『
日
本
古
代
の
氏
族
伝
承
の
研
究
』〈
永

田
文
昌
堂　

一
九
七
一
年
〉）

（
15
）
福
山
『
奈
良
朝
寺
院
の
研
究
』
高
桐
書
院　

一
九
四
八
年

（
16
）
Ａ
論
文
お
よ
び
Ｃ
「
四
天
王
寺
の
建
立
年
代
」（
注
3
書　

初

出
一
九
三
五
年
）
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